
の
で
あ
る
。

　
　

主
食
用
米
次
期
作
支
援
金
に

つ
い
て
、
事
業
の
目
的
及
び
対
象

農
家
は
。

　
　

近
年
の
米
の
消
費
量
の
減
少

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
長
期
化
す
る
中
、
外

食
産
業
に
お
け
る
米
の
需
要
減
少

に
伴
う
米
価
下
落
の
影
響
を
受
け

た
農
家
に
対
し
、
次
期
作
に
向
け

た
水
稲
の
種
苗
費
相
当
額
を
交
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
事
業

継
続
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、

対
象
者
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し

経
営
耕
地
面
積
が
30
ア
ー
ル
以
上

の
農
家
で
、
令
和
３
年
度
経
営
所

得
対
策
等
の
交
付
金
に
係
る
営
農

計
画
書
に
お
い
て
水
稲
作
付
面
積

に
記
載
が
あ
り
、
10
月
末
ま
で
に

行
田
市
農
業
再
生
協
議
会
へ
営
農

計
画
書
を
提
出
済
み
の
農
家
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

９
月
定
例
会
で
継
続
審
議
と
し

た
令
和
２
年
度
行
田
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経

て
、
12
月
定
例
会
初
日
に
賛
成
多

数
を
も
っ
て
認
定
し
ま
し
た
。

○
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

	

（
原
案
可
決
）

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
は
、
日
本
国
の
主
権
及
び
日
本

国
民
の
人
権
に
対
す
る
重
大
な
侵

害
行
為
で
許
し
難
い
も
の
で
あ
り
、

一
刻
も
早
い
解
決
が
求
め
ら
れ
る
。

　

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
拉
致
さ
れ

て
か
ら
本
年
11
月
15
日
で
44
年
に

な
り
、
警
察
当
局
は
特
定
失
踪
者

も
含
め
る
と
８
７
２
名
が
拉
致
の

可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
と
し

て
る
。

　

行
田
市
議
会
で
は
、
２
０
０
２

年
に
「
政
府
に
日
本
人
拉
致
疑
惑

の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
て
い
る
が
、

北
朝
鮮
が
一
部
の
日
本
人
拉
致
を

認
め
、
謝
罪
し
た
２
０
０
２
年
の

日
朝
首
脳
会
談
か
ら
す
で
に
約
20

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
朝
間
で
繰
り
返
し

交
渉
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
時
々
で
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実

験
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
と
い
っ

た
事
態
が
発
生
し
、
全
面
的
な
解

決
に
向
け
て
の
進
展
が
全
く
見
ら

れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

本
年
10
月
に
岸
田
政
権
が
発
足

し
、
岸
田
首
相
は
就
任
会
見
で

「
被
害
者
の
家
族
は
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。

強
い
思
い
、
覚
悟
を
持
っ
て
取
り

組
み
を
続
け
る
」
と
発
言
さ
れ
、 

ま
た
拉
致
被
害
者
の
家
族
と
の
面

会
の
際
に
は
、「
間
違
い
な
く
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
ご
家
族
の
思

い
を
胸
に
刻
み
私
自
身
が
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
む
」
と
の
決
意
を

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
行
田
市
議
会
と
し
て

は
、
政
府
に
お
い
て
全
て
の
日
本

人
拉
致
被
害
者
の
帰
国
を
早
期
に

実
現
す
る
べ
く
、
今
後
と
も
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

3　　ぎょうだ議会だより

決　算
令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

生
産
農
家
の
事
業
継
続
の
た
め
、

次
期
作
の
種
苗
費
相
当
額
を
支
援

す
る
交
付
金
を
措
置
す
る
も
の
で

す
。

　

教
育
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

修
学
旅
行
や
林
間
学
校
を
中
止
し

た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
補
助

を
追
加
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う

財
源
は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
寄
付
金
及
び
繰
越
金
に
よ
り

措
置
す
る
も
の
で
す
。

〔
主
な
質
疑
〕

　
　

ご
み
処
理
施
設
整
備
基
金
積

立
金
３
億
円
を
12
月
補
正
と
す
る

必
然
性
は
。

　
　

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、

今
議
会
に
行
田
羽
生
資
源
環
境
組

合
設
立
議
案
を
上
程
し
て
お
り
、

事
業
の
財
政
面
を
明
確
に
す
る
た

め
、
施
設
整
備
費
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
経
費
と
し
て
３
億
円
を
積

み
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

工
事
着
手
予
定
の
令
和
６
年
度
ま

で
に
20
億
円
程
度
の
基
金
積
み
立

て
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

成
人
保
健
費
の
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
に
つ
い
て
、
主
な

改
修
の
内
容
は
。

　
　

国
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
の

一
環
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
通
じ
て
個
人
が
検
診
結
果
を
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改

修
で
あ
り
、
検
診
機
関
か
ら
提
出

さ
れ
る
検
診
結
果
を
標
準
的
な
電

子
記
録
形
式
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
改

修
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
閲

覧
が
で
き
る
よ
う
に
自
治
体
中
間

サ
ー
バ
ー
に
情
報
を
登
録
す
る
た

め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修
の
２

点
で
あ
る
。

　
　

こ
の
改
修
に
よ
る
利
用
者
の

メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
な
効
果
が
見
込
め
る
か
。

　
　

自
身
の
検
診
結
果
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
簡
単
か
つ
継
続
的

に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

自
ら
の
健
康
管
理
や
予
防
行
動
に

つ
な
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
本
人

の
希
望
に
よ
り
医
師
等
に
検
診
結

果
を
提
供
し
診
療
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
適
切
な
医
療
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も

答答

答

答

稲作風景

議
員
提
出
議
案

意見書
意
見
書
を

　
　

関
係
機
関
に
送
付

問問

問

問




